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令和６年度市長施政方針 

 

本日ここに、令和６年度当初予算案をはじめとして、諸議案のご審議を

お願いするにあたり、市政運営に臨む所信の一端を申し上げるとともに、

その概要についてご説明いたします。 

はじめに、本年１月１日に発生しました令和６年能登半島地震によって

甚大な被害を受けている被災地の皆様の安全と一日も早い復興を心より祈

念いたします。 

また、本市におきましては昨年の夏、豪雨災害に見舞われ、市民の皆様

には、依然として、ご不便をおかけしており、一刻も早い復旧を目指し、

取り組んでいるところです。 

一方で、令和５年度を振り返りますと、３年余りに渡って世界を苦しめ

てきた新型コロナウイルス感染症が５類感染症に引き下げられるという大

きな変化があり、本市においても、多くの行事が再開され、市民の皆様に

笑顔が戻ってきたことに呼応するように、新たな動きが数多く生まれまし

た。 

下関市立大学につきましては、新学部であるデータサイエンス学部の開

設が認可され、総合大学化への第一歩を刻み、また、新捕鯨母船「関鯨丸」

については、本市が母港となることが決定し、建造、出港、帰港、陸揚げ、

修繕という商業捕鯨の一連の流れがすべて本市で完結するなど、長年の悲

願が実りました。 

また、あるかぽーと・唐戸エリアの開発につきましては、「日本を代表

するウォーターフロントシティ」の実現に向けて、本格稼働し、ＪＲ下関

駅前においては、県内最大規模のオフィスビルが開業され、市中心部の賑

わいと雇用の創出が期待されます。 

長州出島におきましては、クルーズ岸壁が完成し、大型国際クルーズ客

船が初寄港するなど、インバウンドの受入環境を強化しました。 

さらに、子育て支援につきましては、本市の最重要施策と位置づけて、



- 2 - 

 

「子ども医療費の無償化」や「給食費の負担軽減」をはじめ、「妊娠出産子

育て支援事業」や「しもまちＢＡＢＹタクシー事業」を行うなど、ギアを

１段上げて子育てしやすい環境を整えてまいりました。 

このように、私が市長就任以来『希望の街・下関』の実現に向け、コロ

ナ禍においても立ち止まることなく、『改革への挑戦』の思いを胸に、全力

で市政運営に取り組み、一歩ずつ前進し、市政を進めることができました

のは、市議会をはじめ、市民の皆様のご理解とご支援の賜物と心から厚く

お礼申し上げます。 

さて、国においては、令和６年度予算の重点ポイントとして、こども・

子育て政策の強化をはじめ、脱炭素社会、及びデジタル化の推進を掲げて

おります。 

こども・子育て政策の強化につきましては、「こども未来戦略」に基づ

き、今後３年間の集中的な取組として「加速化プラン」を示しており、昨

年度、本市の最重要施策として位置づけた子育て支援を、さらに推し進め

てまいります。 

脱炭素社会の推進については、２０５０年カーボンニュートラルの実現

に向け、官民のＧＸ投資を促進することとしており、「ゼロカーボンシティ

しものせき」を宣言している本市においても、行政、市民や事業者等が一

体となって推進してまいります。 

また、デジタル化の推進につきましても、国が目指すデジタル田園都市

国家構想の実現に向け、引き続き、デジタル技術を活用し、行政ＤＸ、並

びにスマートシティの推進に取り組んでまいります。 

これら国の動向も踏まえ、これまで進めてきた諸施策が本格化し、加速

する令和６年度の市政運営におきましては、引き続き、『希望の街・下関』

の実現に向けて、「未来へと躍進する街」「力強く躍動する街」「安全・安心

の街」「改革に挑む街」の４つの視点を柱に据え、強い意志を持って、各種

施策に取り組んでまいります。 
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その中でも、子育て支援については、昨年掲げた 

「Ｆｏｒ Ｋｉｄｓ Ｆｏｒ Ｆｕｔｕｒｅ」のセカンドステージとして位

置づけ、最重要施策として強力かつ、きめ細やかに推進していく所存です。 

 

それでは、令和６年度当初予算に掲げております諸施策の概要について、

まずは、特に力を入れて取り組む子育て支援施策をご説明させていただき

ます。 

 

主な取組として、１つ目は「第２子以降の保育料無償化」です。 

 子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、本市独自の保育料軽減事

業として、所得制限などの要件を設けずに、認可外保育施設も含め、本年

４月から第２子以降の保育料を無償化します。 

 

２つ目は「小中学校特別教室へのエアコン設置」です。 

児童生徒の熱中症予防など健康面への配慮や、意欲をもって学べる学習

環境への改善を図ることを目的に、小中学校の特別教室にエアコンを設置

します。 

 

３つ目は「インクルーシブ公園の整備」です。 

障害の有無などにかかわらず、子どもをはじめ誰もが快適で利用しやす

い公園となるよう、川中中央公園を県内最大級のインクルーシブ公園とし

て整備します。また、就学前施設においても順次インクルーシブ保育環境

の整備を進めます。 

 

以上、令和６年度の最重要施策についてご説明いたしました。 

続きまして、その他の主要な施策について、市政運営における４つの柱

に沿ってご説明申し上げます。 
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第１は、「未来へと躍進する街」です。 

本市の未来を担う子どもたちの育成支援や教育の充実を図るとともに、

本市への移住・定住、起業等、挑戦する若者をしっかり支え、まちづくり

の根幹である「人づくり」に取り組みます。 

また、市民の皆様が生活しやすい良好な都市基盤の整備を推進するとと

もに、脱炭素社会及びスマートシティの実現を目指し、生活機能の高度化

を図るなど、人口減少社会の中でも、持続可能な生活環境基盤の強化に全

力で取り組みます。 

まず、すべての妊産婦、子ども、及び子育て家庭に対し、一体的に相談

支援を行うため、新たに、こども家庭センターを設置し、子育てに困難な

問題を抱える家庭に対する切れ目のない相談支援体制の強化を図ります。 

 さらに、子どもの居場所等と連携して、地域の子どもの状況を把握する

とともに、子ども達を支援する方々によるネットワーク会議の実施や、こ

どもサポート講座の開催、子ども支援の専門家を配置するなど、地域が一

体となって子どもや家庭をサポートする体制を構築します。 

 ショート・トワイライトステイ事業については、専従職員の配置に要す

る費用を助成するとともに、利用者の対象要件を緩和することで、より多

くの児童の預かりを可能とし、育児疲れや育児不安の軽減を図ります。 

深刻な課題である保育士の確保については、新たに専門家を配置した保

育士・保育所支援センターを設置し、保育士バンクの活用による潜在保育

士のニーズに応じたきめ細かい就職マッチングを実施するとともに、現役

保育士の離職防止や処遇改善を図るため、保育士に寄り添った相談支援を

強化します。 

以上、子育て支援施策の説明をさせていただいたところですが、山口県

において、男性の育児休業取得が、当たり前となる社会の実現に向けての

取組が示され、２月１３日に山口県及び県内１９市町による「やまぐち 

“とも×いく”共同アピール」を行いました。私は、まずは市役所が先頭

に立って、男性育休取得率１００％を目指し、職員の意識や職場の環境を
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抜本的に変えてまいります。 

続きまして、学校教育については、年々増加する不登校児童生徒に対応

するため、こころのアシスタントを配置するとともに、教育支援教室「か

んせい」「あきね」に加え、文洋中学校分教室や、小中学校での校内教育支

援教室の運営支援、及び「学びの多様化学校」開設に向けた検討を行い、

学び場の拡充を図ります。 

老朽化が進んでいる学校については、校舎等の大規模改修や予防保全を

はじめ、トイレ快適化に引き続き取り組むとともに、特別支援教室及び複

式学級に電子黒板を導入するなど、教育環境のさらなる改善を進めます。 

吉見中学校区における小中一貫教育校については、来年４月の開校に向

けて環境整備を行い、新しい学校づくりを進めます。 

また、下関駅周辺における商業施設の空きスペースを活用し、中・高校

生の学習スペースとして提供することで、生徒の学びを応援します。 

 下関市立大学の総合大学化については、本年４月のデータサイエンス学

部の開設によりＤＸ人材の育成を図るとともに、来年４月の看護学部（仮

称）の開設を目指し、新校舎の建設をはじめ、学生を受け入れる環境整備

を進めるなど、これら２つの新学部の設置により、大学のさらなる魅力向

上を図ります。 

移住促進については、リモートワークや多拠点居住による多様な生活ス

タイルへの変容により、地方への移住の関心が高まっており、移住・定住

施策をワンストップで紹介でき、移住者と地域をつなぐトータルサポート

センターを設置し、相談窓口の機能強化を図ります。また、未利用の不動

産や空き部屋等を活用して、民間主導によるリノベーションを推進するこ

とで、お試し暮らし施設を拡大し、本市での移住体験を促進します。さら

に、子育て及び若者世帯の移住者に対して家賃支援を行い、移住促進を図

るとともに、市内の新婚世帯に対しては住居費等を支援し、本市での新生

活を応援します。 

また、地域おこし協力隊については、処遇改善を図るとともに、隊員が
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孤立しないよう協力隊のＯＢ・ＯＧ等を中心にコミュニケーションの場を

創出するなど、隊員が活動しやすい環境づくりに取り組み、本市での起業

や就業・定住につなげます。 

若者の市内就職については、奨学金返還支援制度において、補助金額や

対象となる就職先を拡充し、若者の市内就職の促進、及び中小企業の新卒

採用につなげます。 

次に、持続可能な生活環境基盤の強化について、住環境の改善を図り、

良好な都市基盤の整備を進めます。 

まず、本市の中核である下関駅周辺の竹崎町四丁目、及び細江町三丁目

地区においては、まちなか居住を促進し、周辺に賑わいをもたらす優良建

築物や環境の整備を行う民間事業者を支援します。 

 市街地へアクセスが良い住宅街の日和山公園と入江町周辺地区において

は、良好な住環境の形成を目指し、土地区画整理事業や道路周辺整備の調

査、検討を引き続き進めます。 

また、安全で生活利便性の高い区域へ、居住誘導を進めるための補助制

度を創設します。 

 本市随一の歴史・文化的なまちなみを有す長府地区においては、昨年取

得した長府苑をはじめ、観光資源の活用と回遊性向上に向けて、整備計画

の策定に取り組みます。 

幡生地区においては、先日幹線道路が開通し、また、地域医療構想に基

づく新病院など、周辺地域の開発が見込まれることから地域の将来像とま

ちづくりの方針について検討を進めます。 

 下関北九州道路の整備については、早期実現に向け要望活動を引き続き

行うとともに、整備に伴う交通への影響を抑制するため、新たな道路ネッ

トワークについて検討します。 

 公共交通については、持続可能な公共交通に向けて現状の利用者の動向

を踏まえ、新たな計画を策定します。また、公共交通事業者の運転手不足

への対応として、事業者の人材確保に係る費用への助成や、利用者サービ
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スの向上として、キャッシュレス決済機器の導入に係る費用への助成を開

始します。 

市営住宅については、安全で良質な団地への再生を進めるため、建替・

改善事業を推進しており、下関駅周辺地区に位置する市営住宅においては、

建替事業着手に向けた検討、及び入居されている方との調整を、引き続き

行います。 

 地球温暖化対策については、公共施設のＬＥＤ照明への改修や公用車の

電動化を行うとともに、福浦地区における浚渫土砂を活用した藻場の造成

や、植林、育成、伐採のサイクルを繰り返す循環型林業を支援し、二酸化

炭素の吸収に資する取組を進めます。また、市民や事業者に対しては、イ

ベントによる啓発や、側面的な支援を通して、温室効果ガス排出量の削減

に向けた機運を高めるとともに、再生可能エネルギーによる電気を市民へ

安定して供給できるよう、地域新電力会社の設立を支援します。そして、

さらに脱炭素先行地域の指定を目指し「ゼロカーボンシティしものせき」

を加速します。 

次に、スマートシティの推進については、市民生活の質の向上を目指し、

スマートシティ推進協議会を中心に、市民の皆様に高質なサービスを提供

できるよう開発を進めるとともに、引き続きデジタル人材の育成、並びに

デジタルデバイド対策を講じ、デジタル社会への理解力や適応力、技術力

の底上げを図ります。  

 デジタル技術を活用した具体的なサービスとしては、就学前施設におい

て、園児の登園状況などを把握することで安全確認ができるＩＣＴシステ

ムの導入をはじめ、小中学校においては、児童生徒が生活アンケートや生

活日記、悩み相談などを自分の端末で直接入力できるアプリを一部の学校

で試験的に導入することで、児童生徒が抱える悩みの即時把握・対応にお

ける効果を検証します。 

また、パソコン、スマートフォン等によりインターネット経由で公金の

口座振替申込を可能とするＷｅｂ口座振替サービスを提供します。 
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さらに、プログラミングを必要としないローコードツールを導入し、市

職員が自らの業務をデジタル化し、業務の効率化を図るとともに、市民ニ

ーズに沿ったサービスを開発できるよう取り組みます。 

 

（その他の主要な事業）  

開館１０周年を迎えるふくふくこども館については、子どもたちが楽しく、保護者が

安全・安心して利用できるよう、遊具や設備等のリニューアルを行います。 

地域子育て支援拠点「こどもはらっぱ」については、新たに一時預かり事業の実施を

はじめ、関係機関と連携しながら利用者への伴走型相談支援や同行サポートによる利用

者支援を行うことで、子育て家庭の負担を軽減するとともに孤立化を防ぎます。 

 電子図書館については、乳幼児から高齢者にいたる、すべての市民の教養や趣味、娯

楽などに資する資料を幅広く収集し、より多くの市民に電子図書が行き渡るように、タ

イトル数を増やします。 

 運動部・文化部活動の地域移行については、子どもたちがスポーツや文化活動に親し

むことができる環境を構築するため、実証事業を行います。 

下関駅周辺の利便性や回遊性向上を図るため、グリーンモール前及びエストラスト下

関センタービル前の交差点に横断歩道を設置するための工事を行います。 

 

第２は、「力強く躍動する街」です。 

活力あるまちを創造するためには、地域経済の活性化及び産業力の強化

を図ることが不可欠です。このため、地元中小企業をはじめ、農林水産事

業者においても、就業機会や担い手の確保、働く意欲の高揚を促す良質な

労働環境の整備や人材育成等、生産性の向上を図るとともに、全国に向け

た実効性の高いマーケティング戦略の策定や関係人口の創出・拡大を推進

します。 

また、未来を担う若者への投資として、本市の貴重な地域資源の一つで

ある海峡エリアにおいて、ウォーターフロントの開発や火の山地区の再編

整備等を推進し、将来に受け継がれる賑わいの創出に取り組みます。 
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 創業・起業支援については、空き物件の利活用に係る店舗改装費用等へ

の助成をはじめ、創業支援カフェＫＡＲＡＳＴＡ．における創業希望者の

発掘・育成や、空き店舗のマッチングなど、創業に関しワンストップの支

援を行います。 

 また、新たなスタートアップ支援として、専門的な知識とネットワーク

を有するアドバイザーを招聘し、都市部からスタートアップ企業を呼び込

み、地元企業との連携による新規事業の創出を図るなど、スタートアップ

を目指す人々が集う環境を構築します。 

 商工業の振興については、本市が誇る優れた産品のブランド価値と認知

度の向上により下関のファンを増やすことで、国内における下関産品の新

たな販路を開拓し、本市の基幹産業のさらなる活力創造を図ります。 

 人材の確保や育成、定着における課題を抱える中小企業への支援につい

ては、金融機関や商工団体等の関係機関がノウハウを持ち寄り、伴走支援

により人材課題を解決する「地域の人事部」の体制構築に向けて、セミナ

ーやワークショップを開催します。 

 また、ＤＸによる労働生産性の向上や賃上げに向けてセミナーを開催し、

企業の意識改革を図るとともに、持続的な成長に向けた人材育成としてリ

スキリングに取り組む企業に対し伴走型支援を行います。 

次に、昨年１０月に行った「下関駅前応援宣言」を踏まえ、駅周辺の商

業施設や商店街が行う独自のプレミアム付商品券の発行や集客力のあるテ

ナント誘致等を支援し、市民の豊かな暮らしを支え続けてきた下関駅前の

振興を図ります。 

 企業誘致については、雇用の創出による人口流出の抑制と人口流入の促

進を図るため、積極的な誘致活動に取り組みます。特に、下関市立大学に

おいて新設されるデータサイエンス学部で学ぶ人材の市内への定着が期待

されること、さらにスマートシティ推進による新たなビジネスの創出を図

ることを踏まえ、若者世代にニーズの高い事務系企業やＩＣＴ企業を中心

としたオフィスの誘致に取り組みます。 
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また、長州出島においては、クルーズ岸壁の整備にあわせて物流岸壁背

後のふ頭用地を拡張し、国際物流ターミナルの機能が向上したことから、

背後の産業振興用地のＰＲを強化し、売却を促進します。 

 農業の振興については、就農希望者に対して、相談から定着までの一貫

したサポートや、就農後の農業経営に必要な機械や施設等の環境整備を支

援します。 

 また、移住就農者の受け入れや利用されなくなった農地での農業生産に

取り組む農業法人に対して事業促進に向けた支援を引き続き行うとともに、

中高年の移住就農者や親元で就農する青壮年者に対しても支援を開始しま

す。 

有害鳥獣による農林作物被害については、引き続き捕獲と防護の両面か

らの対策を徹底し、特にシカの生息域の急速な拡大に対し、鳥獣被害対策

実施隊による活動を強化するとともに侵入防止柵の設置を加速的に進めま

す。 

水産業の振興については、漁業の担い手確保・育成のため、新たに漁業

をはじめようとする方に対して、本市への移住・定住の段階から就業・定

着に至るまで一貫したサポートを行います。また、本市水産業の中核をな

す沖合底びき網漁業の持続的な発展を図るための実証事業に対して、山口

県と連携して支援を行います。 

 「くじらの街 下関」の推進については、昨年８月に本市が新たな捕鯨

母船「関鯨丸」の母港となることが決定され、これを契機に船舶関連産業

をはじめ、飲食業や観光業など、鯨を取り巻く多くの産業の活性化につな

げるため、鯨食の普及や鯨肉の消費拡大の取組を一層強化するとともに、

「関鯨丸」の初となる出漁を祝う式典を開催します。 

観光の振興については、「観光交流都市」の実現に向け、アウトドアや

歴史・文化体験を活かし、事業者連携と情報発信を通じて観光客の滞在時

間延長を促し、観光消費を拡大する取組を進めるとともに、新たな観光交

流ビジョンを策定し、中・長期的な観光振興戦略を展開します。 
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また、下関三大祭りへの補助金を拡大し、観光客誘致の推進、及び市内

宿泊客数の増加を図るとともに、大型ＭＩＣＥ誘致においては円滑な開催

を支援し、誘致競争力と地域の認知度の向上により、集客が見込める会合

の継続的な誘致を目指します。 

 次に、令和７年の「大阪・関西万博」にともないインバウンドの増加が

期待されることから、関西以西自治体と連携し、「西のゴールデンルート」

として積極的なプロモーション活動を展開します。また、港を入口とした

インバウンドの推進を図るため、長州出島の新たなクルーズ岸壁を活用し、

客船誘致活動や受入体制の強化を行い、地域経済の活性化につなげます。 

また、関門両市で組織する協議会において、韓国・台湾の観光客をター

ゲットにした新たな観光コンテンツを造成し、各種プロモーションを展開

します。 

 海響館については、既存の施設や設備の更新のほか、新たにアシカの展

示施設を設けるなど、入館者が快適でさらに楽しめる水族館となるよう、

引き続き大規模改修を行います。 

ボートレース事業については、開設７０周年の記念事業を実施するとと

もに、４年ぶりとなるＳＧ競走「チャレンジカップ」やＧⅠ「開設７０周

年記念競帝王決定戦」を開催し、公益の増進と市財政への貢献が図れるよ

う収益の確保に努めます。また、ボートレース場のパーク化や中央スタン

ドの大規模改修など、老朽化が進む施設のリニューアルにも取り組みます。 

唐戸から岬之町にかけてのウォーターフロントエリアについては、「あ

るかぽーと・唐戸エリアマスタープラン」に基づき、市民が誇れる「日本

を代表するウォーターフロントシティ」の実現に向けて、プロジェクトを

推進するために組成された官民一体の推進体制である「推進会議」と「デ

ザイン会議」において、交通渋滞対策及び公共空間の利活用、既存事業の

魅力向上等の課題に対し、今後の施設整備やコンテンツの創出に向けた検

証、実証事業等に取り組みます。 

 また、下関港ウォーターフロント開発については、新たな交流拠点形成
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のための調査及び構想策定を行うとともに、ウォーターフロントから市街

地への回遊性を向上させるために行ったモビリティの実証調査結果をもと

に、あるかぽーと地区での複合的な運用システムの検討を行います。 

 加えて、あるかぽーとエリア全体の賑わい創出に資する施設の機能向上

として、岸壁の改良や緑地の再整備を行います。 

下関駅から唐戸地区にかけては、まちなかウォーカブル推進事業により、

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の創出に向けた歩道や案内板の整

備を行うとともに、芝生化するオーヴィジョン海峡ゆめ広場においては、

官民連携で飲食機能や広場利用による賑わい創出を目指します。 

 火の山地区においては、眺望と自然と歴史を最大限に活かした観光スポ

ットとして、山頂の展望デッキをはじめ、アスレチックや山麓のキャンプ

場の工事に着手します。 

また、老朽化したロープウェイは本年１１月までの運行となり６６年の

歴史を閉じます。この代わりとなる移動手段を、パルスゴンドラ方式で更

新するため、実施設計を行います。 

 さらに、唐戸地区をはじめとする中心市街地において、「あるかぽーと地

区」や「火の山地区」の今後の開発計画を見据え、長年の課題である渋滞

対策を実施します。 

次に、旧豊浦郡４町の再生については、各地区の特色や魅力を最大限に

引き出し、持続可能なまちづくりを目指して、各種事業を本格化し、地区

の再生を加速します。 

 菊川地区では、「菊川おもてなしプロジェクト」として、スポーツ合宿等

の宿泊場所の整備をはじめ、地域資源を活用した商品開発や、周遊スタン

プラリー等を実施するなど交流人口の拡大を図ります。また、交流の核と

なる道の駅きくがわの大規模改修に向けて、基本設計を行います。 

豊田地区では、道の駅蛍街道西ノ市が２０周年を迎えるにあたり、記念

イベントを開催し誘客を図るとともに、魅力実感プロジェクトとして、み

のりの丘や道の駅、湖畔公園を活用した農業体験などを実施し、賑わいの
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創出を図ります。 

豊浦地区では、「癒やしの小旅行」を可能にするまちづくりを目指して、

川棚温泉街に足湯を備えた癒やしの庭や、リフレッシュパーク豊浦に音楽

イベント等で利用できる野外ステージを整備するとともに、地域資源の魅

力を力強く発信するなど、川棚温泉エリアの景観や機能の向上を図り、交

流人口の拡大に取り組みます。 

 豊北地区では、未利用の公共施設のリノベーションを行い、地域に人が

集い、繋がる新たな居場所を創設し、地域内外の交流を進め、移住・定住

の促進や新たなビジネスの創出など地域の稼ぐ力の向上を図ります。また、

ワーケーションツアーなどを官民連携で実施することで、豊北地域に関心

を持っている企業や起業家の誘致を図り、地域内でチャレンジを誘発する

環境づくりを進め、過疎地域における再生モデルの構築を進めます。 

 

（その他の主要な事業）  

学校給食については、地場産農産物を給食食材として円滑に供給するために必要な機

械整備に係る経費を支援するとともに、給食用野菜の集荷体制と新調理場への配送ルー

トの実証を行い、効果的な集荷体制を確立します。 

 観光の振興については、市内の飲食店等が参加する「ガストロノミーツーリズム推進

事業」では、地元の食文化をＰＲし、「食の宝庫 下関」の認知度向上を目指し、観光誘

致と地域ブランド化を推進しています。 

オーヴィジョンスタジアム下関については、スコアボードを改修し、スポーツ施設の

充実を図ります。 

菊川地域については、地域の特産品である菊川手延そうめんの継承を図るため、新た

な就業希望者の育成に必要な経費の一部を助成します。 

国際交流については、青島市において、友好都市締結４５周年記念行事を開催します。 

文化の振興については、本市と釜山広域市の国際文化交流事業として２０周年を迎え

る朝鮮通信使行列再現の記念事業を行います。 

 山口県指定無形民俗文化財に指定されている「浜出祭」については、７年に一度の開
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催に向けて支援を行い、地域の活性化はもとより、関係人口の創出並びに伝統文化の継

承を図ります。 

 

第３は、「安全・安心の街」です。 

誰もが豊かで幸せな生活を送ることができるよう、保健・医療・福祉の

充実、及び都市インフラや公共施設の強靱化等、防災・減災対策の強化を

図り、市民の皆様が安全で安心できる生活環境の整備に取り組みます。そ

して市民活動による地域コミュニティづくりを強力に支援することで、人

と人がお互いに助け合い、支え合う、温もりのある優しいまちづくりを実

現します。 

 健康づくりについては、妊産婦の方への支援を強化するため、訪問型サ

ービスや産後１年まで受入可能な日帰り型サービスを新たに導入すること

で、産後ケア事業の拡充を図ります。 

 加えて、すべての新生児に対して、聴覚検査を行い、難聴児の早期発見・

早期療育を推進します。 

地域医療構想については、公立・公的４病院の段階的な再編・統合を推

進するため、引き続き地域の医療機関等関係者による協議を進めるととも

に、新病院の基本計画を策定するなど、持続可能で良質な医療提供体制の

確保に向けて取り組みます。 

地域福祉の充実については、下関市社会福祉センターと、下関市身体障

害者福祉センターの機能を集約し、災害ボランティアセンターの機能も兼

ね備えた新しい社会福祉センターを、来年２月からの利用開始を目指して、

下関市社会福祉協議会と協働で整備を進めます。 

高齢者福祉については、敬老行事の一環として秋に実施していた「いき

いきシルバー１００」を、１年を通じて毎週火曜日に利用できる制度に見

直しを図り、買い物や通院等の定期的な外出をはじめ、積極的な社会参加

を促進し、生きがいづくりに対する支援の充実を図ります。 

 また、聴力機能の低下にともない、周囲と円滑なコミュニケーションが
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難しくなった高齢者に対して、補聴器の購入費用の一部を助成し、引きこ

もりを防止することで、認知症やフレイルの予防を図ります。 

介護人材の確保と定着については、市内の介護保険サービス事業所に就

職する方への就労定着支援金において、支給対象を拡大するとともに、外

国人介護人材の受け入れが円滑に進むよう、介護保険サービス事業所を対

象にセミナーを開催します。 

障害者福祉においては、在宅で医療的なケアを必要とする子どもをお持

ちのご家族について、ケア以外の外出の機会や、休息の時間等の確保がで

きるよう、訪問看護ステーションの看護師による医療的ケアや見守りの費

用を助成します。 

また、重度障害者に対する就労支援として、通勤支援や職場等における

介護など必要な支援を実施することにより、就労機会の拡大、及び社会参

加の促進を図ります。  

 公共施設の強靭化については、奥山工場１８０ｔ炉の延命化を図るため、

長寿命化総合計画に基づき、基幹的設備の改良を進めます。 

 防災・減災対策については、まずは昨年の災害による被災箇所の早期復

旧に努めるとともに、今後の災害に対する予防及び拡大防止を図るため、

道路や河川などインフラ施設の強靭化を行い、災害に強いまちづくりを進

めます。 

 また、住民・地域団体の自主防災意識の高揚と防災関係機関相互の協力

体制を確立し、地域防災力の向上を図るため、住民、地域団体等の参加と

協力のもと、本市において「山口県総合防災訓練」を実施します。 

 さらに、災害発生時において、高齢者や障害者等の自ら避難することが

困難な要支援者の安全を確保するため、一人ひとりの状況に合わせた避難

支援に係る個別避難計画の作成を推進します。 

 消防・救急については、現在、美祢市と共同で行っている１１９番の受

報や指令業務について、新たに長門市を加えた３市で行うため、指令シス

テムの整備を行い、迅速かつ柔軟な消防活動体制を確立します。 
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次に、地域コミュニティの活性化については、地域コミュニティの新た

な拠点として、新総合体育館、安岡地区複合施設の整備を進めるなど、各

地域における地域コミュニティの推進を図ります。 

 下関市総合体育館「Ｊ：ＣＯＭアリーナ下関」については、本市スポー

ツ振興の中心的拠点となり、イベント等も開催できる県内最大のメインア

リーナや防災拠点の機能も兼ね備えた施設として、本年８月に供用を開始

します。オープンにあたってはオープニングイベントを開催するとともに、

６１年の歴史に終止符を打つ下関市体育館の閉館セレモニーを実施します。 

また、障害者スポーツセンターの機能を引き継ぎ、障害者スポーツ大会

を開催するなど、スポーツを通じて障害者の機能回復及び体力向上に関す

る指導・助言を行います。 

 さらに、障害の有無や年齢、国籍等を問わず、誰もが楽しめるインクル

ーシブスポーツを推進し、スポーツを通じた共生社会の実現を目指します。 

 安岡地区複合施設については、緑あふれる空間にコミュニティ施設、支

所、園芸センターの機能に加え、図書館を新設し、来年１月に供用を開始

するとともに、周辺においては、民間住宅や保育所を整備するなど官民連

携で事業を進めます。 

次に、地域コミュニティの推進については、多様化するスポーツニーズ

に対応するために、民間企業やスポーツ団体が自主的に行う施設や設備の

整備を支援し、スポーツ振興による健康で活力のあるまちづくりを推進し

ます。 

さらに、コロナ禍で停滞していた市民活動の再生及びさらなる成長を図

るため、市民活動支援補助金を拡充し、地域の新たな賑わいの創出及び活

力の創造につなげ、地域コミュニティを活性化します。 

 

（その他の主要な事業） 

 市民の皆様が安全な消費生活を送ることができるよう、消費者安全確保の啓発活動や

情報提供、消費者教育を継続して行うとともに、関係機関等とのさらなる連携強化を図
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り、消費者が安心して相談を行える環境を確保します。 

 人権教育・啓発活動の充実については、社会情勢等の変化にともない、インターネッ

トを通じた人権侵害等、複雑化・多様化した課題に対し、講座や研修会、人権フェステ

ィバルの開催をはじめ、様々な機会において人権教育及び人権啓発活動を実施し、一人

ひとりの人権が尊重される心豊かな地域社会の実現を目指します。 

 男女共同参画の推進については、「第４次下関市男女共同参画基本計画」に基づき、市

民の皆様や各関係団体等と連携し、意識啓発事業を実施するとともに、市の施策・方針

決定過程への女性の参画を促進するなど、男女が対等なパートナーとして能力を活かし

活躍できる、男女共同参画社会の実現を目指します。 

 高齢者福祉については、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることが

できるよう、地域包括支援センターの運営体制の機能を強化します。また、令和６年度

より本庁東部地域包括支援センターを、直営から委託とし、民間のノウハウや活力を活

かした運営を進めます。 

 消防団については、消防機庫の改築や消防車両等の更新、防火衣をはじめとした安全

装備品を配備するなど、地域消防力の向上を図ります。 

 港湾施設については、大規模災害時における緊急物資の輸送や基幹航路の持続性を維

持し、経済活動や市民の皆様の安全な暮らしを守るため、本港地区の耐震強化岸壁や照

明施設等の整備を行います。 

水道事業については、今後も安全な水を安定して供給していくため、「下関市水道事業

ビジョン」に基づき、老朽施設の更新及び施設の耐震化を推進します。また、長府浄水

場更新事業については、詳細設計を引き続き実施し、建設工事に着手します。 

公共下水道事業については、公共用水域の水質保全及び衛生的で快適な生活環境を創

出していくため、「下関市新下水道ビジョン」に基づき、未普及地域の整備を推進します。

また、老朽化による事故や機能停止を未然に防止するため、施設の改築更新及び耐震化

を実施するとともに、浸水常襲地域における被害の軽減を図るため、引き続き浸水対策

工事を進めます。さらに、人口減少をはじめとした社会経済情勢の変化が水道事業、工

業用水道事業、及び下水道事業に与える中長期的な影響やその対策を示すため、「（仮称）

下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）」を策定します。 
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第４は、「改革に挑む街」です。 

行財政運営において、益々主体的かつ適時適正な対応ができる自立した

自治体が求められており、徹底した事務改善や組織のスリム化、スピーデ

ィーで機能的な行政ＤＸの推進を図るなど、これまで以上に行財政改革を

断行し、高質で市民ニーズに適ったサービスの提供に取り組みます。 

持続可能な財政基盤の確立については、「下関市財政健全化プロジェク

ト（Ⅲ期計画）」に基づき、収納率向上や新たな財源の創出による歳入の増

加、施策の合理化などにより、財政の健全性確保に努めます。 

特に、歳入の増加として、令和５年度においては、ふるさと納税の寄附

額が１６億円を超えて大幅に増加しており、令和６年度においても、この

勢いのまま、さらなる増収を目指し、目標額を１８億円とし、返礼品に関

わる事業者と一丸となって、全力で取り組みます。 

行政ＤＸの推進については、「下関市行政ＤＸ基本方針」に基づき、デ

ジタルを用いた業務効率化や市民サービスの利便性の向上を図るため、 

ＡＩやＲＰＡ等の先進技術を導入するなど、電子自治体の推進を加速しま

す。 

また、小中学校における児童生徒の成績や出欠等の情報をデータで処理、

管理する「校務支援システム」を県内全市町で共同利用することにより、

教職員の業務の効率化や負担軽減を図り、児童生徒に寄り添う時間の確保

に努めます。 

民間人材の活用については、スマートシティやＤＸの推進、及びリノベ

ーションのまちづくりにおいて、専門的知見やノウハウ、人脈や実績を有

する人材を活用し、多様化・複雑化する本市の様々な課題の解決に向けて

取り組みます。 

 

（その他の主要な事業） 

 「下関市公共施設等総合管理計画」においては、新たに策定した「公共施設の適正配

置に関する方向性（中期）」に基づき、安全・安心な施設を引き継ぎ、魅力ある「新しい
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まちづくり」を推進します。 

 豊浦勤労青少年ホームについては、黒井公民館との集約化に向け、施設の機能維持及

び向上を図るため、施設改修を行います。 

学校給食施設については、老朽化が著しい南部学校給食共同調理場と自校式給食室を

再編した民設民営方式による新下関学校給食センターを本年４月から稼働します。 

国が進める、住民記録や税等の基幹業務に係る情報システムの標準化については、ガ

バメントクラウド等を活用した新システムの構築を進め、安全かつ円滑な移行を図りま

す。 

 

以上、令和６年度に取り組む主要な施策を説明いたしました。 

 

私にとって、本年は、２期目の最終年であり、市政の舵取りをあずから

せていただいて、８年目を迎えます。 

私は、市長就任以来、「希望の街・下関 改革への挑戦」という一貫し

た基本姿勢のもと、活力あるまちであり続け、市民の皆様が夢を語り、希

望を叶えることのできる「希望の街・下関」の実現を目指して、走り続け

てまいりました。 

この間、コロナ禍においても、この難局を、市民の皆様に寄り添い、一

体となって乗り越えながら、一つでも多くの実を結ぶよう、躊躇すること

なく未来へつなぐ投資に力を注いでまいりました。 

そのような中で、今年の干支は、「甲辰（きのえたつ）」でございます。 

今まで準備してきたことが形になる年と言われており、まさに、これま

で育ててきた様々な戦略が、本格的に実り始め、下関市立大学においては、

本年４月にデータサイエンス学部を開設し、また８月の新総合体育館をは

じめ、来年１月の安岡地区複合施設、そして２月には新社会福祉センター

がオープンするなど、魅力と活力にあふれ、賑わいに満ちた下関の新しい

景色が現れ、市民の皆様に、未来につながる希望の風を感じ取っていただ

ける年になるものと確信しております。 
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そして、私は辰年の年男でございます。竜が水や雲、翼を得るように、

持てる力を存分に発揮して、これら新しい財産を私たちの子どもや孫の世

代に自信をもって引継ぎ、誰もが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる下

関となるよう、これまで以上に果敢な挑戦を続けて、市政２期目の集大成

とする所存です。 

最後になりますが、議員各位並びに市民の皆様におかれましては、これ

ら諸施策に対して、より一層のご支援、ご協力を賜りますよう心からお願

い申し上げ、令和６年度の施政方針といたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


